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  MASS SCREENING FOR PROSTATE CANCER IN NAGANO 
Osamu ISHIZUKA, Tomoya SATOH, Shinya KOBAYASHI and Osamu  NISHIZAWA 
     From the Department of Urology, Shinshu University School of Medicine
   In three villages in Nagano, we performed mass screening for prostate cancer by digital rectal 
examination, transabdominal ultrasonography and serum prostate specific antigen. The cancer 
detection rate was 5.1% (9/178). Serum prostate specific antigen was especially useful for cancer 
detection. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47: 769-772, 2001) 










































立腺触診を行 うこととした.問 診については,国 際前
立腺症状スコアを用いることも検討 したが,回答の簡
便性 を考 慮 し,は い,い いえで 回答 す る問診票
(Table1)を使用 した.
受診者数は安曇村は1998年60名(平均年齢69.9歳)
Table 1. Results of questionnaire of prostatic 














































































































名(平 均 年齢68.4歳),朝日村 は2000年42名(平均年
齢70.4歳)であった.各 村 の男性 の年齢別分布 と受診
率 をTable2に示 した.朝 日村 につ いて は2000年の
年齢別分布が未公表の ため1999年のデー タを参考 とし
て示 した.坂 井村 につい ては男性 総人 口が807名で65
歳 以 上 の 方 は283名が 居 住 さ れ,そ の うち の34名
(12.0%)が検診 を受診 された.
検討事項 として は,前 立腺の触 診,経 腹 的前立腺超
音 波所見,前 立腺特 異抗 原(PSA)お よびPSAden-
sityと癌検 出率 との関係,ま た,2年 続 けて検診 を
行 った村で は続 けて行 う必要があ ったか,な どをお も
に検討 し,今 後,検 診 をどの ように進めるべ きか を検
討す るこ ととした.
当科で は一般 に前立腺生検の適応 として,触 診 もし
くは超音波検査で癌が疑われ る症例,お よび年齢が75
歳 以 下で はPSAが4以 上,年 齢 が76歳以 上でPSA
が10以上 の症例 を対象 としてい る.検 診 の結果,そ の
適応 に該 当す る症例 において は精密検査 を勧 める こと
と した.ま た,生 検 は経 直腸 的超 音 波 ガイ ド下 に
peripheralzoneの前立 腺尖 部,中 部,底 部,transi-







回答が得 られたのは178名で,頻 尿の症状を問診 し
た設問1と2で は,は いと答えた有症状率が約3割,
排尿 困難を問診 した設問3か ら6で は約3か ら6割

























で癌の診断を得たのは7例 であった.そ の他 に2例で
癌 を発見 しているが,そ の症例 は81歳でPSAが4.2
であった症例 と,77歳でPSAが9.1であった症例で
あった.いずれも触診,超 音波検査では癌 を疑ってい
ない症例 で,本 人の希望 により生検 となった症例で
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Table3.Resultsofscreeningforprostatecancer
















































































































































































































































































あ った.ち なみ にPSAdensityはそれぞ れ0.2,0.44
で あっ た,PSAで 癌 を診 断 し え た 感 度 は77.8%
(PSAで癌 を疑 い実 際 に癌 が存 在:7例/癌 総数:9
例)で あ った.
5.PSAdensityの有用性 の検討
前 立腺生検 で肥大症 と診 断 され た症例 のPSAden-
sityの平均 は0.22±0.06で,癌と診 断 された症例 で は
4.28±2.09で,群間をonewayfactorialANOVAを
用 い,Scheffe'sF-testを行 う と,p=0.0015で有意 差
を認 め た.0。22をカ ッ ト オフ値 と して使用 す る と
90%以上の感度が得 られた と報告 されてい るが2),今
回 の検 診 で こ の値 を カ ッ トオ フ値 と して用 い る と
88.9%(0.22以上 で の癌 の存在 例:8例/癌 総 数:9
例)の 感度 であ った.
6。安曇村2年 検 診 にお ける前立腺癌の検出率
安 曇村 にお い て は,2年 続 けて検 診 を行 って い る
が,11名が2年続けて受診 している.
1年目においては9名 が生検の適応 とな り,7名が
生検 を受け,そ のうちの2名 より癌が発見されてい
る.2年目では生検の適応になったのは6名 で,そ の

































単にPSAの測定を行 う方が低コス トで有用であ り,
癌が疑わしい症例に対 してより精度の高い検査法を行
うことを推奨 している.今 回のわれわれの結果はそれ





2年目に癌 の発 見は1例 も認めなかった.2年 目の
デー タを除 き,初 年度のみの癌の発見率 をみる と
6.1%であ り,検診はできれば過去に検診がまったく
行われてい なか った地域 を行 う方が有意義 で はな いか
と推測 された.同 じ地域で どの よ うな間隔で検 診 を続
けてい くか について は今後の検討が必要 であ ると思 わ
れ る.
結 語
長野県の3村 において直腸 診,経 腹的超音波検査,
PSA測定 による前立腺 検診 を行 った.5.1%(178名
中9名)に お いて前立 腺癌 の 診断 を得 た.診 断 には
PSAの測 定が特 に有用 であ った.
本検診結果をまとめるにあたり,多大な御協力をいただい
た働長野県健康づ くり事業団の中村 明氏,金 沢恵美子氏,
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